
杉
江
雅
彦
氏
著

『
株
式
価
格
の
理
論
』

の
指
導
を
受
け
た
杉
江
雅
彦
教
授
は
、
こ
の
配
当

の
源
泉
は
其
会
社
の
収
益
に
あ
る
と
の
暴
か

ら
、
先
般
新
著
「
株
式
価
格
の
理
論
」
を
多
賀
出

版
株
式
会
社
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。
(
昭
和
五
十
八

年
七
月
刊
・
定
価
二
二
0
0
円
)

同
譜
は
第
一
部
で
そ
の
収
益
の
理
電
説
き
、

最
近
の
傾
向
と
し
て
成
長
の
理
論
に
眼
を
広
げ
、

収
益
力
の
成
長
に
着
眼
す
る
。
第
二
部
に
入
っ

て
、
ま
ず
戦
前
か
ら
の
米
国
で
の
株
式
価
格
論
史

を
紹
介
し
、
進
ん
で
戦
前
か
ら
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス

や
グ
レ
ア
ム
等
の
配
当
の
中
心
観
に
立
入
る
。

右
に
ょ
り
察
せ
ら
れ
る
様
に
、
株
価
関
係
の
文

献
は
甚
だ
多
い
中
で
、
本
書
は
他
と
一
線
を
劃
す

る
多
く
を
内
包
す
る
。
配
当
の
理
論
か
ら
更
ら
に

其
根
源
た
る
収
益
の
理
論
に
進
み
、
ま
た
近
代
の

特
長
と
し
て
長
期
動
態
を
収
容
し
、
成
益
象
を

観
察
す
る
等
も
、
従
前
の
同
種
文
献
に
殆
ん
ど
見

え
な
力
っ
た
。

株
価
に
つ
い
て
は
バ
ブ
ソ
ン
の
背
か
ら
文
献
は

多
い
か
、
ハ
ウ
ツ
ー
物
と
評
さ
れ
る
も
の
が
多
か

つ
九
。
本
書
は
其
と
狙
い
を
臭
に
し
、
歴
史
書
乃

至
特
定
部
門
の
学
署
と
い
う
一
面
と
、
其
を
足

場
に
し
た
理
郭
と
し
て
の
一
面
と
を
併
有
し
、

近
代
理
論
に
立
脚
し
た
所
産
で
あ
る
。
経
済
一
般

凡
て
の
価
格
は
器
給
両
函
数
の
評
価
時
に
於

け
る
絶
対
的
位
欝
材
料
と
し
て
決
せ
ら
れ
る
と

い
う
基
礎
器
が
、
佳
主
体
を
権
利
と
霧
と

の
綜
合
と
い
う
特
殊
労
働
の
供
給
者
と
解
し
て
適

用
さ
れ
る
時
、
一
般
原
則
K
如
何
な
る
特
殊
法
則

の
加
味
を
要
す
る
か
に
付
き
、
こ
の
主
体
が
株
式

会
社
な
ら
ば
、
そ
の
株
式
価
格
と
し
て
、
権
利
義

務
の
綜
姦
渡
価
格
と
し
て
株
価
築
昔
か
ら
存

す
る
。
一
般
財
に
お
け
る
効
用
に
当
る
も
の
は
何

か
に
つ
き
、
煎
じ
つ
め
れ
ぱ
配
当
で
あ
る
と
斯
学

の
先
覚
住
之
江
佐
一
郎
教
授
は
指
摘
さ
れ
九
。
そ

多
賀
出
版
 
A
五
版

一
八
四
頁
二
、
二
0
0
円

理
論
の
近
代
的
発
展
と
、
そ
の
各
論
と
し
て
の
部

分
器
の
発
展
と
が
、
歩
調
が
揃
わ
な
い
例
が
近

時
多
く
見
ら
れ
九
が
、
両
者
の
連
絡
の
道
を
切
開

く
緒
口
を
例
示
す
る
と
い
う
意
味
で
、
本
書
の
方

法
等
の
解
釈
拡
張
な
ど
が
試
み
ら
れ
た
な
ら
ぱ
幸

で
あ
ろ
う
。
経
済
一
般
器
に
対
す
る
各
論
に
、

農
工
商
等
の
轟
分
類
に
ょ
る
需
が
古
く
よ
り

あ
り
、
其
内
商
学
で
は
更
に
商
品
配
給
論
・
金
融

論
・
交
通
論
・
保
器
等
の
各
論
が
分
立
し
、
金

融
曹
更
に
長
短
時
間
金
需
と
内
外
為
替
論
の

二
各
論
を
分
立
し
、
こ
の
う
ち
長
期
金
需
の
又

各
論
と
し
て
株
需
、
債
需
等
が
分
立
す
る
。

株
式
価
格
論
の
発
展
は
此
等
諸
各
論
の
発
展
に
好

例
を
示
す
。
更
に
此
等
の
各
論
発
展
は
、
各
に
対

応
す
る
経
営
学
各
論
の
発
展
を
伴
う
で
あ
ろ
う
。

株
式
価
格
論
の
新
者
の
出
現
が
、
社
会
科
学
フ
ロ

ン
テ
ィ
ヤ
ー
の
理
解
発
展
に
資
す
る
一
面
が
こ
こ

に
も
存
在
す
る
。長

尾
義
三
矣
学
商
学
部
名
誉
教
授
)
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G
 
・
ポ
ー
タ
ー
/
H
 
・
り
ブ
セ
イ
著

山
中
豊
国
/
中
野
安
/
光
沢
滋
朗
訳

『
経
営
革
新
と
流
通
支
配
1
生
成
期

マ
ー
ケ
ア
イ
ン
グ
研
究
1
』

こ
の
た
び
、
 
0
.
司
0
牙
門
即
げ
一
ぐ
ゆ
m
選
一
国
豊
・

0
ず
円
昇
m
 
N
ロ
ル
冨
男
仁
{
曾
一
旨
ゆ
m
1
m
三
ル
一
ゆ
m
 
昌

牙
ゆ
 
9
目
四
口
伽
 
m
井
仁
含
長
ゆ
 
0
{
一
ゆ
子
 
n
ゆ
具
仁
選

冨
段
オ
ゆ
曾
四
曇
一
ゆ
ル
.
1
(
商
人
と
製
造
業
者
1

一
九
世
紀
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
変
化
構
造
の
研

究
)
が
山
中
、
中
野
、
光
沢
三
氏
に
ょ
り
全
訳
害

と
し
て
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
よ
り
公
刊
さ
れ
九
。
原

著
者
の
労
作
、
ま
た
訳
者
の
精
進
と
も
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
学
徒
に
九
い
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究
の
視
座
の
再
検
討
を
訴
え
る
好
個
の
文

献
と
し
て
、
そ
の
評
価
は
高
い
も
の
が
あ
る
。

訳
書
は
三
三
三
頁
化
わ
た
る
が
、
一
八
一
五
年

(
商
業
制
度
の
完
成
期
)
以
降
の
ア
メ
リ
カ
製
造

業
と
、
そ
の
経
営
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

史
的
展
開
で
あ
る
。
製
造
業
種
品
昌
は
籾
期
の
織

物
業
鉄
鋼
業
、
鉄
道
開
運
産
業
、
石
油
業
製

氷
、
精
肉
、
産
業
機
械
、
シ
ガ
レ
ッ
ト
産
業
、
食

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
 
A
5
版

三
三
三
頁
二
、
九
0
0
円

料
品
、
ド
ラ
ッ
グ
、
金
物
業
に
わ
た
り
、
そ
の
生

産
財
と
消
費
財
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
史
的
展

開
、
と
く
に
南
北
戦
争
(
一
八
六
一
1
六
五
年
)

前
後
の
製
造
業
者
(
織
物
、
鉄
鋼
、
ド
ラ
ッ
グ
な

ど
)
と
中
間
商
人
、
ジ
,
バ
ー
、
ブ
ロ
カ
ー
、
金

融
業
商
人
な
ど
の
機
能
の
消
長
、
そ
の
当
時
の
資

本
市
場
の
条
件
的
関
係
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
原

著
者
・
二
名
と
も
元
来
歴
史
学
者
で
あ
る
た

め
、
そ
の
専
門
を
生
か
し
て
広
範
な
史
的
資
料
を

駆
使
し
て
精
緻
な
展
開
を
な
し
、
ま
九
、
訳
者
の

健
筆
も
精
彩
を
そ
え
て
、
そ
の
時
代
の
製
造
・
流

通
・
金
融
市
場
の
有
機
的
関
連
性
を
浮
き
ぽ
り
に

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
当
籾
よ
り
、
製
造
業
の
増
大
す

る
生
産
能
力
は
過
剰
製
品
の
処
理
と
い
う
流
通
・

販
売
問
題
を
宿
命
と
し
て
ア
メ
リ
カ
経
営
史
に
織

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
存
在
理
由
は
古
く
て
新
し
く
、
新

し
く
て
古
い
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
原
著

者
の
経
営
史
観
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
流
通
シ
ス

テ
ム
の
変
化
を
市
場
支
配
の
形
態
変
化
、
つ
ま

り
、
商
人
支
配
型
か
ら
現
代
の
メ
ー
カ
ー
支
配
型

へ
と
移
行
す
る
要
因
を
市
場
条
件
の
変
化
に
求
め

て
い
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
生
産
の
大
量
化
の
進
行

と
流
通
・
消
費
市
場
の
大
量
適
応
条
件
の
変
化
の

史
的
分
析
に
求
め
て
い
る
。

訳
者
あ
と
が
き
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
ど
と

く
、
歴
史
の
視
点
か
ら
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

研
究
は
数
が
少
な
い
。
そ
の
数
の
少
な
い
研
究
分

野
に
一
石
を
投
じ
九
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ

う
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
の
内
容
は
ア
メ
リ
カ

の
社
会
史
、
経
営
史
の
基
礎
的
知
識
と
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
の
意
味
の
歴
史
を
読
者
に
十
分
に
与
え
て

く
れ
る
。
訳
者
諸
彦
の
労
苦
は
経
験
者
の
み
が
熟

知
し
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
労
忙
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
、
あ
え
て
、
斯
学
の
研
究
の
わ
れ
わ

れ
に
は
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
を
特
筆
し
て
、
書

評
と
し
た
い
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
エ
イ
ム
ズ
著

有
馬
輝
臣
訳

「
ポ
イ
ン
ト
ン
邸
の
蒐
集
品
」

(
,
書
酷
論
諏
§
)

西
川
良
一
矣
学
経
済
学
部
教
授
)

二
十
世
紀
英
米
小
説
の
巨
匠
へ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
研
究
に
集
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
九
訳
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者
に
ょ
る
、
表
題
の
作
品
の
本
邦
初
訳
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
よ
り
さ
し
て
遠
く
な
い
南
英
の
地
に

求
イ
ン
ト
ン
・
。
ハ
ー
ク
と
呼
ぱ
れ
る
邸
宅
が
あ

0
、ノ

り
、
そ
こ
に
は
歳
月
を
か
け
て
鑑
識
眼
と
努
力
に

よ
り
、
イ
タ
リ
ア
風
、
フ
ラ
ン
ス
風
の
調
度
品
を

は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
文
化
の
精
華
の
如
き
品
品
が

調
和
を
保
っ
て
趣
味
よ
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
所
有
者
の
ゲ
レ
ス
未
亡
人
は
、
英
国
の
長

子
相
続
制
の
も
と
で
は
彼
女
の
人
生
の
結
晶
と
も

い
う
べ
き
邸
宅
と
蒐
集
品
を
息
子
オ
ー
ウ
ェ
ン
の

結
婚
に
際
し
て
譲
り
渡
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
だ

が
、
・
天
人
に
は
息
子
の
婚
約
者
モ
ー
ナ
は
、
お
よ

そ
美
意
識
に
欠
け
て
い
る
俗
物
に
み
え
、
美
し
い

財
宝
に
は
と
ん
で
も
な
い
扱
い
を
受
け
る
暗
い
未

来
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
り
し
も
、
こ

の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
フ
リ
ー
ダ
・
ヴ
エ
ッ
チ

が
ふ
と
し
た
こ
と
に
ょ
り
ゲ
レ
ス
未
亡
人
と
親
し

く
な
り
、
財
宝
を
巡
る
ド
ラ
マ
に
巻
き
込
ま
れ
て

く
。
画
家
を
目
ざ
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
印
象
派
風
の

ゆ
訓
練
を
積
ん
だ
こ
と
も
あ
る
フ
リ
ー
ダ
は
、
一

目
で
邸
宅
と
蒐
集
品
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
に
ょ

り
、
ゲ
レ
ス
夫
人
に
気
に
入
ら
れ
る
の
だ
が
、
夫

人
は
や
が
て
フ
リ
ー
ダ
を
息
子
の
嫁
に
と
考
え
て

策
略
ま
で
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
な
る
。

岡
利
郎
・
西
田
毅
・
平
村
一
・
山
田
博
光
・
和

田
守
編
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
二
巻

『
山
路
愛
山
集
』
日

=
二
書
房
菊
判

四
四
五
頁
九
、
八
0
0
円

こ
の
よ
う
に
、
骨
格
は
財
産
相
続
と
恋
の
ゆ
く

え
を
扱
っ
た
通
俗
性
も
あ
る
小
説
な
の
だ
が
、
ジ

エ
イ
ム
ズ
の
作
品
の
例
に
も
れ
ず
、
登
場
人
物
の

利
害
関
係
、
愛
憎
の
複
雑
さ
と
、
き
わ
め
て
感
受

性
が
強
く
聡
明
で
潔
癖
な
倫
理
観
を
持
つ
フ
リ
ー

ダ
の
意
識
を
と
ぅ
し
て
作
品
の
大
半
が
書
か
れ
て

、
、

い
る
た
め
に
、
こ
く
の
あ
る
心
理
小
説
と
な
っ
て

い
る
。有

馬
氏
の
訳
は
、
心
理
の
綾
を
描
く
の
で
難
解

さ
に
は
定
評
の
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
文
章
を
、
全

体
と
し
て
平
明
な
日
本
語
に
ょ
く
移
し
て
い
る
。

会
話
文
は
現
代
の
日
本
語
風
に
こ
な
れ
て
お
り
、

電
報
文
の
訳
出
も
う
ま
い
。
た
だ
、
長
い
地
の
文

の
微
妙
な
比
較
表
現
や
、
副
詞
句
の
訳
に
は
多
少

分
り
に
く
い
個
所
が
ま
れ
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、

読
点
の
使
用
に
今
ひ
と
工
夫
あ
れ
ぱ
と
思
う
こ
と

と
関
連
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
体
に
対
す
る

小
さ
な
瑠
瓔
で
あ
る
。

巻
末
の
解
説
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
作
家
活
動
、

作
風
が
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
自
体
、
訳

者
の
心
理
小
説
観
が
う
か
が
わ
れ
る
労
作
で
あ

る
0

ジ
ェ
イ
ム
ズ
作
品
の
邦
訳
は
、
他
の
企
画
も
進

行
中
だ
が
、
と
か
く
難
解
さ
の
み
有
名
な
彼
の
小

明
治
も
二
0
年
代
に
入
る
と
、
維
新
後
の
社
会

を
批
判
的
に
把
え
直
そ
う
と
す
る
思
想
運
動
が
活

発
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
先
鋒
が
、
『
国
民
之
友
』

や
『
国
民
新
聞
』
を
擁
し
、
多
彩
な
論
陣
を
張
っ

た
民
友
社
で
あ
っ
九
。
徳
富
蘇
峰
と
因
縁
浅
か
ら

ぬ
本
学
同
志
社
に
あ
っ
て
、
人
文
科
学
研
究
所
で

は
つ
と
に
共
同
研
究
が
行
わ
れ
、
『
民
友
社
の
研

究
』
(
昭
和
五
二
年
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
九
、
杉

井
六
郎
同
研
究
所
教
授
の
『
徳
富
篠
峰
の
研
究
』

(
一
九
七
七
年
)
、
同
氏
ら
編
『
同
志
社
大
江
義
塾

説
が
今
少
し
日
本
の
読
者
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
有
馬
氏
の
訳
業
の
完
成
は
、
そ
の
方

向
を
進
め
る
点
で
喜
ぱ
し
い
。
な
お
、
こ
の
本

は
、
ア
メ
リ
カ
文
学
と
の
み
み
ら
れ
が
ち
な
ジ
エ

イ
ム
ズ
の
作
品
に
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
小
説
愛
好

者
に
と
っ
て
も
特
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
こ
と

を
附
記
し
て
お
く
。押

本
年
(
大
学
商
学
部
助
教
授
)
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徳
富
妹
峰
資
料
集
』
(
一
九
七
八
怨
な
ど
の
業
績

が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
度
西
田
毅
法
学
部

教
授
ら
に
ょ
っ
て
「
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
」
が

編
ま
れ
、
第
二
巻
『
山
路
愛
山
集
』
 
H
が
上
梓
さ

れ
た
。
同
叢
書
は
愛
山
集
⇔
の
他
、
徳
富
蘇
峰
竹

越
三
叉
国
木
田
独
歩
や
徳
富
蘆
花
ら
の
文
学
者
、

さ
ら
に
民
友
社
関
係
資
料
集
な
ど
、
全
七
巻
の
刊

行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

第
一
回
配
本
の
『
山
路
愛
山
集
』
◆
、
編
者
は

北
海
道
大
学
の
岡
利
郎
氏
。
愛
山
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
。
続
刊
⇔
に
収
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

「
翻
」
に
論
及
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本

書
の
感
想
を
少
し
記
し
て
み
た
い
。

一
般
に
、
思
想
史
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
、

資
料
の
整
理
と
伝
記
研
究
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
よ

う
0
 
本
書
は
従
来
の
内
山
省
三
編
『
愛
山
文
集
』

(
大
正
六
年
)
、
大
久
保
利
謙
編
『
山
路
愛
山
集
』

(
明
治
文
学
全
集
舗
、
昭
和
四
0
年
)
に
比
べ
、

愛
山
の
前
半
生
に
一
巻
四
百
余
ペ
ー
ジ
が
充
て
ら

れ
て
い
る
と
い
う
量
の
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
『
博

聞
誰
』
『
雪
月
花
』
『
婦
人
新
報
』
な
ど
、
更
に

は
、
従
来
軽
視
さ
れ
て
き
た
青
年
キ
リ
ス
ト
者
の

息
吹
を
伝
え
る
『
女
学
繋
』
『
野
声
反
粋
』
(
一

言
方
で
廃
刊
)
『
基
督
教
青
年
』
等
の
所
需
説

を
収
録
し
、
質
的
に
も
か
な
り
充
実
し
九
資
料
集

と
な
っ
九
。
本
書
に
ょ
っ
て
愛
山
研
究
は
新
し
い

次
元
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
本
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
翻
を
雑

誌
別
の
排
列
と
し
て
い
る
。
斯
種
の
資
料
集
と
し

て
は
著
述
(
発
表
)
編
年
順
の
方
が
利
用
に
際
し

て
便
利
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う

ま
た
、
編
者
が
進
め
て
お
ら
れ
る
愛
山
研
究
に
対

す
る
要
望
と
も
関
わ
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
四

年
の
創
刊
か
ら
六
年
間
、
愛
山
が
書
き
続
け
た

『
護
教
』
の
論
説
は
他
を
圧
す
る
程
の
も
の
で
あ

つ
九
筈
で
あ
る
。
認
の
現
存
が
伝
え
ら
れ
ぬ
が

故
に
尚
更
愛
山
が
神
学
的
論
争
を
挑
ん
だ
横
井

時
雄
や
渡
瀬
常
吉
の
反
論
を
も
参
考
と
し
て
収
録

し
て
ほ
し
か
っ
九
し
、
『
青
山
評
論
』
『
天
明
新
誌
』

等
の
メ
ソ
ヂ
ス
ト
系
雑
誌
に
も
配
慮
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
明
治
二
0
年
代
の
愛

山
像
に
、
よ
り
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
向
後
こ
う
し
た
観
点
も
樹
酌
さ
れ
て
、
本

格
的
な
愛
山
の
伝
記
を
著
わ
さ
れ
る
こ
と
を
、
編

者
に
強
く
望
み
た
い
。
(
そ
れ
に
し
て
も
、
何
と

心
憎
い
定
価
で
あ
ろ
う
か
グ
一
)

山
本
幸
規
(
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
(
後
期
)
)

武
問
冨
著

『
ス
モ
ー
ク
ツ
リ
ー
』

「
ス
モ
ー
ク
ツ
リ
ー
」
の
著
者
武
間
冨
寝
は
、

同
志
社
創
立
以
来
の
功
労
者
大
沢
善
助
翁
を
祖
父

に
徳
太
郎
氏
を
父
に
持
た
れ
、
同
志
社
ス
。
ヒ
リ
ッ

ト
さ
な
が
ら
の
恵
ま
れ
九
家
庭
に
育
ち
同
志
社
で

学
ぱ
れ
ま
し
九
。
卒
業
後
は
同
窓
会
員
と
し
て
六

十
有
余
年
そ
の
間
学
校
法
人
同
志
社
の
需
員
、

理
事
、
同
窓
会
長
等
の
要
職
に
着
か
れ
る
等
、
母

校
の
九
め
、
同
窓
会
の
九
め
に
尽
し
て
こ
ら
れ
ま

し
九
。
現
在
も
同
窓
会
名
誉
会
長
と
し
て
会
を
見

守
っ
て
い
九
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
九
新
島
家
と
の
深
い
交
り
の
一
つ
に
、
幼
時

新
島
夫
人
か
ら
親
し
く
茶
道
幸
ん
で
ぃ
ら
れ
九

と
き
い
て
お
り
ま
す
。

年
毎
に
黒
社
の
昔
を
語
ら
れ
る
方
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
時
、
古
い
お
話
を
伺
っ
て

お
か
な
け
れ
ぱ
現
在
の
同
志
社
が
創
立
以
来
ど
ん

な
歩
み
を
た
ど
っ
て
き
た
か
を
知
る
釜
な
資
料

や
歴
史
の
か
く
れ
た
面
は
、
い
づ
れ
は
過
去
の
中

に
消
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

F
売
品
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幸
い
著
者
は
過
去
の
多
く
の
資
料
と
記
憶
を
照

し
合
せ
乍
ら
聾
に
且
つ
丹
念
な
努
力
の
下
に
つ

い
に
「
ス
モ
ー
ク
ツ
リ
ー
」
を
完
成
さ
れ
ま
し
た
0

同
書
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
部
と
、
詳
細

な
儒
に
分
け
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
小
項
目
毎

に
題
急
け
て
業
れ
て
い
る
為
、
大
変
誓
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
た
め
忠
物
で

あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
三
世
代
に
亙
っ
て
世
相
の

変
遷
を
の
り
越
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教
郡
の
下
に

理
想
の
教
育
の
場
を
支
え
て
き
た
同
志
社
の
側
面

史
と
も
云
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
書
を
読
ん
で
私
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
九

の
は
著
者
の
母
校
愛
の
強
さ
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ

の
気
持
の
現
れ
と
し
て
、
新
島
精
神
や
キ
リ
ス
ト

教
精
神
が
置
き
ざ
り
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現

在
の
同
志
社
に
対
し
て
反
省
を
求
め
る
文
祭
所

々
に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
父
祖
三
代
に
培
わ
れ
た
著
者
な
ら
で
は

の
お
一
暴
と
思
わ
れ
、
こ
の
ご
本
の
完
成
に
対
す

る
並
々
な
ら
ぬ
ど
努
力
と
根
気
に
心
か
ら
の
尊
敬

と
篇
の
気
持
で
一
杯
で
ど
ぎ
い
ま
す
。

尚
書
名
の
「
ス
モ
ー
ク
ツ
リ
ー
L
 
は
著
者
も
"
'

か
れ
て
お
り
ま
す
様
に
、
私
達
同
志
社
ガ
ー
ル
ス

に
と
っ
て
は
若
き
日
の
思
い
出
の
な
つ
か
し
い
樹

▲

で
あ
り
ま
す
。
当
時
京
都
に
一
本
し
か
な
い
と
の

李
、
デ
ン
ト
ン
先
生
が
と
て
も
大
切
に
ま
罪

常
に
愛
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
植
え
育
て
る
の
は

む
づ
か
し
い
と
何
か
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

栄
光
館
前
庭
の
ス
モ
ー
ク
ツ
リ
ー
は
今
尚
勢
い
よ

く
繁
っ
て
花
を
祭
せ
私
共
を
安
堵
さ
せ
て
い
ま

す
。

こ
の
轡
「
ス
モ
ー
ク
ツ
リ
ー
」
は
、
同
饗
や

女
子
部
の
器
ぱ
か
り
で
な
く
同
志
社
創
立
以
来

多
く
の
先
誰
の
方
々
の
努
力
と
母
校
愛
に
支
え
ら

れ
て
き
た
今
日
の
同
志
社
の
記
録
で
あ
り
ま
す
。

私
共
の
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
を
知
る
釜
な
資
料

で
、
後
々
ま
磊
む
人
に
同
志
社
の
精
神
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
事
と
存
じ
ま
す
。
少
し
で
も
同
志

社
に
関
係
の
あ
る
多
く
の
方
々
に
誓
れ
る
事
を

切
に
希
望
し
、
同
書
を
謡
申
し
あ
げ
ま
す
。

川
名
美
津
子
(
同
志
社
同
窓
会
会
長
)

れ
た
福
本
武
久
氏
の
小
説
『
新
鳥
襄
と
そ
の
妻
』

が
咋
年
十
月
、
新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
六
。
氏
と

は
昨
年
一
旦
新
島
八
重
さ
ん
の
没
後
五
十
年
を

黒
し
て
、
工
学
部
の
末
光
力
作
教
授
と
共
に
鼎

談
(
黒
社
時
報
第
七
四
号
)
し
た
の
が
機
縁
で
、

<
,
回
の
選
滂
依
聖
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

我
々
同
志
社
人
は
、
多
く
の
歴
史
家
の
眼
を
通

し
て
描
か
れ
た
新
島
像
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
歴
史
家
の
眼
は
小
禦
の
眼
と
は
異
な
る
。

歴
史
家
は
で
き
る
だ
け
主
観
や
私
情
を
排
し
て
、

冷
静
に
、
客
観
的
に
、
史
実
に
も
と
づ
き
対
象
た

る
人
物
を
そ
の
愚
性
に
重
点
を
お
い
て
表
現
し

よ
う
と
す
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
人
間

は
、
概
し
て
冷
た
い
、
静
の
人
間
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
小
説
家
は
理
性
と
箒
、
強
さ
と
弱

さ
、
喜
怒
哀
楽
を
も
っ
た
人
閻
と
そ
の
生
き
様
を

鋭
い
想
像
力
と
文
筆
力
を
駆
使
し
て
描
き
上
げ

ど
元
望
の
方
は
、
同
志
牡
る
0

同
窓
会
へ
お
申
込
下
さ
い

福
本
氏
の
小
説
『
新
島
襄
と
そ
の
妻
』
は
ほ
ぼ

史
実
に
そ
っ
て
、
妻
八
重
さ
ん
が
新
島
先
生
に
出

会
う
直
前
の
明
治
七
年
か
ら
、
先
生
の
亡
く
な
っ

二
五
七
頁
一
、
↓
0
0
円
」
,
ι
ノ
三

昭
和
四
十
年
、
同
志
社
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
し
て
の
無
数
の
点
を
線
に
つ
な
ぎ
、
そ
れ
に
生
命

福
本
武
久
著

『
新
島
襄
と
そ
の
妻
』
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見弐^、.、一曳一气一無^气一貴一丸,L.司LヌL戸し岡L失J^、狗J:Jし"哩;J々」"」.tJt」叉.J1リ鴫一ーた一●rJL武向,1、一帽て一司.JtJI.J

-133-



の
息
を
吹
き
か
け
て
、
見
事
に
人
間
新
島
襄
の
苦

悩
と
情
熱
と
行
動
と
そ
れ
を
理
解
し
支
え
る
妻
八

重
を
活
写
し
た
。

八
重
さ
ん
は
強
烈
な
個
性
ゆ
え
に
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
と
い
う
縦
の
倫
理
の
支
配
す
る
時
代
に

あ
っ
て
、
当
時
の
学
生
や
世
閻
か
ら
そ
の
行
動
を

批
判
さ
れ
、
戦
後
の
民
主
主
義
、
人
間
平
等
の
時

代
に
な
っ
て
も
、
彼
女
に
貼
ら
れ
九
レ
ッ
テ
ル
が

取
り
除
か
れ
な
い
ま
ま
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

氏
は
そ
の
よ
う
な
八
重
さ
ん
を
現
代
の
視
点
か
ら

捉
え
直
す
こ
と
に
ょ
っ
て
、
彼
女
の
復
権
名
誉

回
復
を
は
か
ろ
う
と
し
て
、
成
功
し
九
。
氏
は
、

忍
従
を
美
徳
と
す
る
当
時
の
日
本
女
性
を
理
想
と

せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
自
尊
の
女
性
を
高
く
評＼

価
す
る
新
島
先
生
化
ふ
さ
わ
し
い
妻
と
し
て
、

ノ

重
さ
ん
を
描
い
て
い
る
。
我
々
は
今
ま
で
新
島
先

生
を
妻
八
重
さ
ん
と
切
り
離
し
て
見
て
き
た
が
、

こ
の
小
説
に
ょ
っ
て
、
今
後
新
島
夫
妻
と
し
て

見
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
願
わ

く
ぱ
、
氏
に
も
っ
と
多
く
の
史
料
を
用
い
、
も
っ

と
多
く
の
夫
妻
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い

て
ほ
し
か
っ
九
が
、
紙
幅
の
関
係
で
困
難
で
あ
っ

九
の
だ
ろ
う
。

同
志
社
卒
業
生
十
六
万
人
の
中
に
は
、
留
岡
幸

助
を
始
め
、
小
説
の
主
人
公
に
な
り
う
る
個
性
的

で
同
志
社
人
的
な
人
物
が
沢
山
い
る
。
氏
に
は
同

志
社
人
の
良
心
で
も
っ
て
、
彼
ら
を
も
う
一
度
書

上
に
ょ
み
が
え
ら
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

氏
は
会
津
時
代
の
八
重
さ
ん
を
『
会
津
お
ん
な

戦
記
』
(
筑
摩
書
房
)
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
が
、

読
者
諸
氏
に
は
合
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
た
い
。

越
智
文
雄
著

『
同
志
社
栄
光
館
よ
り
学
び
し
も
の
』

1
女
子
大
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
1

通
し
て
語
ら
れ
た
当
時
の
様
子
か
ら
、
生
々
と
し

た
同
志
社
女
子
部
前
半
世
紀
の
歴
史
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
此
の
度
、
元
同

志
社
女
子
大
学
長
、
現
在
、
同
学
名
誉
教
授
の
恩

師
、
越
智
文
雄
先
生
が
、
随
筆
集
「
同
志
社
栄
光

館
よ
り
学
び
し
も
の
」
を
刊
行
さ
れ
九
こ
と
か

ら
、
豊
か
な
学
識
と
霊
的
な
目
を
お
も
ち
の
先
生

の
躍
如
と
し
た
精
神
を
通
し
て
、
栄
光
館
竣
工
前

後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
後
半
世
紀
の
同
志
社

女
子
部
の
歴
史
と
、
同
志
社
教
育
の
本
質
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。

越
智
先
生
は
、
十
七
世
紀
英
国
詩
人
ミ
ル
ト

ン
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
昭
和
三

年
、
同
志
社
大
学
予
科
御
入
学
、
九
年
、
大
学
御

卒
業
直
後
か
ら
御
定
年
の
五
十
五
年
ま
で
、
同
志

社
女
子
教
育
に
専
念
さ
れ
九
、
「
生
え
ぬ
き
」
の

秀
れ
た
教
育
者
で
も
あ
る
。
こ
の
間
、
三
十
六
年

か
ら
五
十
年
ま
で
、
女
子
大
学
の
学
長
を
つ
と
め

ら
れ
九
が
、
当
時
の
先
生
の
思
い
出
の
中
で
、
次

の
三
っ
は
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
第
一
に
、

今
尚
、
毎
朝
行
な
わ
れ
て
い
る
女
子
大
学
の
礼
拝

に
、
十
四
年
間
、
殆
ど
毎
日
出
席
さ
れ
、
栄
光
館

の
聖
壇
に
座
っ
て
お
ら
れ
九
こ
と
。
第
二
に
、
女

性
の
意
見
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
九
こ

井
上
勝
也
尖
学
文
学
部
教
遅

シ
オ
ン
出
版
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九
八
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か
つ
て
私
は
、
同
志
社
女
子
大
学
学
報
「
し
ぱ

ぐ
さ
」
の
た
め
に
、
デ
ン
ト
ン
先
生
の
親
友
ボ
ズ

ビ
シ
ェ
ル
女
史
の
遺
品
の
中
に
あ
っ
九
、
元
同
志

社
女
専
校
長
、
松
田
道
先
生
の
英
文
の
手
紙
を
翻

訳
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
生
が
同
志

社
女
学
校
に
入
学
さ
れ
た
明
治
十
八
年
か
ら
、
定

年
を
迎
え
ら
れ
る
前
年
、
す
な
わ
ち
栄
光
館
の
建

つ
た
昭
和
七
年
ま
で
の
自
伝
的
回
想
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
、
一
人
の
信
仰
深
い
、
秀
れ
た
人
格
を

令ずコ,^^^ーコ'、
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と
。
(
こ
れ
ら
は
先
生
の
人
生
観
に
基
づ
く
も
の

で
本
書
に
詳
し
い
J
 
第
三
に
、
格
器
い
式
辞

や
奨
励
で
、
栄
光
館
に
集
う
若
い
魂
の
覚
醒
と
高

揚
を
は
か
ら
れ
九
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
式
辞
を
主
な
部
分
の
骨
子
と
し

て
、
も
う
少
し
気
軽
な
、
し
み
じ
み
と
し
た
人
生

観
の
漂
う
も
の
も
含
め
九
二
十
五
篇
か
ら
な
る
随

筆
集
で
、
.
そ
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
序
章
命
名
の
黙
示
録
1
わ
が
過
去
半
世
紀

の
同
志
社
生
活
に
思
う
一
っ
の
こ
と
。
第
二
章

私
学
同
志
社
と
女
子
教
育
の
理
念
「
女
子
大
学

の
目
指
す
も
の
」
「
天
地
創
造
の
イ
メ
ー
ジ
」
他

五
節
。
第
三
章
学
園
随
想
「
な
ん
じ
、
尚
一

つ
欠
く
」
「
園
馬
と
天
馬
」
他
五
節
。
第
四
章

人
生
随
感
「
生
命
へ
の
凝
視
」
「
あ
さ
り
の
味
、

し
じ
み
の
味
」
他
五
節
。
終
章
定
年
を
迎
え
て

思
う
こ
と
ど
も
。
附
録
日
戦
争
と
教
壇
1
同
志

社
高
等
女
学
校
時
代
⇔
輸
送
船
せ
り
あ
丸
の
行

方
。
序
章
、
終
章
は
定
年
時
に
、
附
録
は
、

九

六
五
年
と
一
九
五
三
年
に
、
そ
れ
以
外
は
学
長
時

代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

英
謡
英
文
学
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ギ
リ
シ

ヤ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
西
洋
古
典
文
学
、
新
旧
約
聖

書
な
ど
の
豊
富
な
知
識
と
、
戦
争
の
御
体
験
や
聖

壇
で
の
日
々
の
黙
思
か
ら
生
れ
た
お
言
葉
は
、
厳

し
さ
と
倩
熱
を
底
に
秘
め
九
、
温
厚
か
つ
端
正
な

先
生
の
お
人
柄
を
よ
く
表
わ
し
、
非
常
に
感
銘
深

い
も
の
で
あ
る
。

小
倉
穿
二
著

『
市
民
福
祉
の
政
策
と
思
想
』

世
界
思
想
社
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中
島
和
子
(
女
子
大
学
教
授
)

戦
後
、
社
会
福
祉
は
国
と
自
治
体
が
責
務
を
も

つ
課
題
と
な
っ
た
。
国
民
の
「
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
陣
す
る
民
主
社
会
が
実

現
し
て
、
曲
り
な
り
に
も
各
種
の
社
会
福
祉
立
法

が
制
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
以
降
、
今
日
に
至
る

ま
で
公
的
な
社
会
福
祉
施
策
が
展
開
し
て
き
九
。

戦
前
は
社
会
事
業
、
厚
生
事
業
と
称
し
、
さ
ら

に
、
そ
れ
以
前
に
は
慈
善
事
業
、
救
済
事
業
と
称

し
て
民
間
の
篤
志
家
や
キ
リ
ス
ト
者
が
中
心
と
な

つ
て
貧
困
届
の
生
活
問
題
に
対
処
し
て
き
九
。
国

は
、
国
民
の
貧
困
問
題
に
関
与
す
る
と
惰
民
養
成

に
な
る
と
い
っ
て
、
生
活
困
窮
の
問
題
は
家
族
相

互
の
助
け
合
い
、
.
地
縁
の
相
互
扶
助
に
ま
か
せ

て
、
そ
れ
を
醇
風
美
俗
と
称
し
、
国
は
も
っ
ぱ
ら

国
防
と
殖
産
興
業
に
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
き
六
。
こ

の
国
の
考
え
方
は
過
去
も
現
在
も
為
政
者
の
頭
の

な
か
で
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
る
が
、
国
民
市
民
の
レ
ベ
ル
、
ま
た
地
方
自

治
体
で
民
主
行
政
を
志
向
す
る
レ
ベ
ル
で
は
大
き

な
質
的
変
化
を
と
げ
て
き
九
。
社
会
福
祉
の
公
的

性
格
と
公
的
責
務
の
課
題
は
市
民
の
最
低
生
活
保

障
と
生
き
甲
斐
や
幸
せ
に
生
き
る
権
利
の
課
題
と

し
て
日
常
生
活
の
な
か
に
根
づ
い
て
き
た
の
で
あ

る
。
日
本
人
は
飢
え
て
死
ぬ
こ
と
も
な
く
、
乞
食

を
し
た
り
、
路
頭
に
迷
っ
た
り
、
本
当
は
親
子
心

中
を
す
る
こ
と
も
な
い
社
会
に
な
っ
た
。
万
一

、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ぱ
福
祉
行
政
の
怠
慢
で

あ
り
、
失
敗
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
こ
の
福
祉
の
覆
や
失

敗
が
多
く
、
こ
こ
数
年
来
福
祉
切
り
す
て
の
行

政
が
公
然
と
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
九
。
著
者
は

長
年
の
あ
い
だ
京
都
市
を
は
じ
め
各
自
治
体
行
政

の
審
議
会
、
協
議
会
の
委
員
と
し
て
活
躍
し
、
福

祉
行
政
に
多
く
の
提
言
と
協
力
に
尽
力
し
て
き

た
。
公
的
福
祉
の
内
部
に
あ
っ
て
、
そ
の
発
展

動
向
に
市
民
の
立
場
か
ら
参
画
す
る
立
場
に
あ
っ

た
。
著
者
は
社
会
事
業
史
の
専
門
家
で
も
あ
り
、

戦
前
、
戦
後
の
移
り
ゆ
く
激
動
の
社
会
福
祉
分
野

の
事
象
に
つ
い
て
鋭
い
観
察
と
分
析
を
行
っ
て
き
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゛
た
。
本
著
は
、
こ
の
客
観
的
に
大
誓
所
か
ら
み

た
著
者
の
「
福
祉
の
無
」
を
探
究
し
、
見
定
め

よ
う
と
し
磊
考
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
四
、
五
年
の
閻
に
本
書
の
内
容
は
醸
成
さ

れ
、
検
討
さ
れ
た
磐
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
市
民
の
側
の
福
祉
と
は
何
か
、
そ
の
愚
的

倫

根
拠
、
福
祉
教
育
の
必
要
市
民
参
加
、
市
民
福

(
"

祉
の
原
像
、
専
門
性
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

'{
.
町
、

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
、
女
性
の
活
動
、
福

祉
施
策
の
策
定
に
つ
い
て
、
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
著

者
が
激
動
す
る
福
祉
行
政
の
な
か
で
、
自
分
の
体

r

験
、
経
験
、
学
殖
、
薙
蓄
を
傾
け
て
書
き
綴
っ
た

六

も
の
ぱ
か
り
で
あ
り
、
福
祉
の
新
し
い
視
野
と
展

九

望
を
指
標
し
、
示
唆
す
る
学
生
諸
君
を
始
め
、
こ

の
分
野
の
専
門
家
、
行
政
関
係
者
、
関
心
の
あ
る

市
民
の
方
々
の
必
読
の
書
と
い
え
よ
う
。

住
谷
(
大
学
文
学
部
教
授
)

九

レ
オ
・
デ
ュ
ー
エ
ル
著
/
石
黒
昭
博
訳

、山、ゞゞ

学
問
が
専
門
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
重
箱
の
す

み
を
ほ
じ
く
る
よ
う
な
研
究
や
特
殊
専
門
化
し
九

業
績
が
も
て
は
や
さ
れ
る
傾
向
が
で
て
き
が
ち
で

あ
る
。
こ
の
書
は
、
そ
う
い
っ
た
学
者
の
ス
ペ
シ

ヤ
リ
ズ
ム
・
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
t
,
告
と
も

い
え
よ
う
。
「
航
空
写
真
に
ょ
る
欝
」
と
い
っ

た
技
法
に
つ
い
て
、
や
や
宣
伝
の
匂
い
が
多
す
ぎ

る
け
れ
ど
も
、
す
ぱ
ら
し
い
内
容
も
多
い
。
作
物

の
成
育
度
や
湿
り
具
合
か
ら
未
知
の
遺
跡
を
発
見

し
た
り
、
地
上
で
は
形
の
判
読
が
で
き
な
い
大
規

模
遺
跡
を
大
局
的
に
と
ら
え
る
こ
と
な
ど
、
更
に

発
掘
地
点
が
遺
跡
全
体
に
占
め
る
位
置
の
確
定
と

い
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
空
か
ら
み
た
考
古

学
」
の
独
壇
上
と
い
っ
た
お
も
む
き
が
あ
る
。

航
空
写
真
欝
は
、
私
の
専
門
分
野
で
あ
る
地

質
学
に
と
っ
て
も
大
切
な
技
法
で
あ
り
、
断
層
の

位
置
の
確
定
や
、
段
丘
の
分
布
な
ど
の
調
査
に
と

つ
て
は
、
航
空
写
真
を
み
る
こ
と
が
不
可
欠
と
い

つ
て
ょ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
物
理
・
化
学
的
技

法
や
、
生
物
の
調
査
な
ど
も
必
要
で
あ
る
。
考
古

学
に
と
っ
て
も
、
従
来
の
発
掘
を
主
体
と
し
た
技

法
に
加
え
て
、
航
空
写
真
乱
の
よ
う
な
新
技
法

を
と
り
入
れ
る
こ
と
は
当
然
に
必
要
で
あ
り
、
か

つ
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
思
い
が
け
ぬ
進
歩
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
こ

の
書
の
内
容
は
、
考
古
学
を
学
ぷ
学
徒
に
と
っ
て

は
、
一
一
読
の
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

哩
・
地
質
・
第
四
紀
・
陸
水
・
海
洋
学
と
い
っ

た
、
地
上
・
地
表
の
物
を
対
称
と
す
る
諸
科
学
分

野
に
と
っ
て
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
九
自
聳
学
の
多
分
野
に
わ
た
る
書

物
の
邦
訳
は
、
専
門
用
語
使
用
の
特
殊
性
が
伴

特
に
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
の
水
準
に
達

)
、

しし
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
九

だ
、
筆
者
が
地
質
学
分
野
の
研
究
者
で
あ
る
た
め

か
、
地
球
科
学
延
関
す
る
用
語
に
不
適
当
な
も
の

が
多
い
。
た
と
え
ぱ
、
地
質
化
学
的
、
地
質
物
理

学
、
地
学
、
汰
泥
、
沖
積
世
の
土
壊
な
ど
と
い
っ

た
も
の
で
あ
り
、
原
文
は
ど
ぅ
か
い
て
あ
る
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
う
。
「
1
の
目
的
」
と
い

う
の
も
、
人
工
的
な
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

ー
ヨ
豊
一
ハ
と
い
う
原
語
と
思
う
が
、
自
然
物
の

場
合
、
ヨ
曾
オ
は
「
跡
」
「
痕
跡
」
と
い
っ
た
言

誓
ほ
う
が
適
当
と
思
う
。

横
山
卓
雄
(
大
学
工
学
部
教
授
)

『
空
か
ら
み
た
考
古
学
』
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